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仲
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Ⅴ
 
ま　

と　
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Ⅰ 

は
じ
め
に

国
際
商
取
引
の
形
態
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
、
一
つ
の
商
取
引
に
関
わ
る
利
害
関
係
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
紛
争
の
態

様
も
複
雑
化
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
紛
争
解
決
法
と
し
て
多
く
選
択
さ
れ
る
国
際
商
事
仲
裁
に
関
し
て
、
仲
裁
手
続
へ
の
第
三
者
関
与

を
許
容
し
、
又
は
強
制
す
る
よ
う
な
事
案
が
見
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
仲
裁
が
行
わ
れ
る
結
果
と
し
て
、
得
ら



一
一
八

れ
た
仲
裁
判
断
が
任
意
に
履
行
さ
れ
な
い
場
合
、
給
付
請
求
権
を
得
た
当
事
者
に
よ
る
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
の
申
立
て
が
裁
判
所
で

自
動
的
に
承
認
さ
れ
る
か
否
か
、
さ
ら
に
仲
裁
当
事
者
の
所
在
地
で
は
な
い
第
三
国
で
承
認
・
執
行
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
場
合
は
ど
う

で
あ
る
か
と
い
っ
た
国
際
商
事
仲
裁
を
め
ぐ
る
新
た
な
問
題
が
出
現
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
企
業

が
関
わ
っ
た
中
国
南
通
明
徳
重
工
業v.Crescendo

事
件
を
題
材
と
し
て
、
実
務
の
動
向
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
す

る
。本

稿
で
扱
う
事
件
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
中
国
の
造
船
所
と
外
国
の
船
主
と
の
間
で
造
船
契
約
が
締
結
さ
れ
、
外
国
船
主

は
造
船
代
金
の
融
資
を
外
国
銀
行
か
ら
受
け
、
船
主
は
造
船
契
約
が
不
履
行
の
際
に
前
払
金
の
弁
済
を
受
け
る
た
め
に
保
証
契
約
を
中
国

の
銀
行
と
交
わ
し
た
。
二
件
の
契
約
は
、
と
も
に
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
英
国
法
を
準
拠
法
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
で
仲
裁
に
よ
り
解
決
す

る
と
約
定
さ
れ
た
。
造
船
契
約
が
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
前
払
金
の
返
済
を
求
め
る
仲
裁
が
外
国
船
主
に
よ
り
申
し
立
て
ら
れ
、

外
国
船
主
へ
融
資
を
し
た
外
国
銀
行
が
、
仲
裁
手
続
へ
参
加
す
る
一
方
で
、
中
国
の
銀
行
は
保
証
契
約
無
効
確
認
の
訴
え
を
中
国
の
法
院

に
提
起
し
た
。
こ
の
過
程
で
船
主
に
有
利
な
仲
裁
判
断
が
示
さ
れ
、
船
主
は
米
国
の
裁
判
所
に
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
を
申
し
立
て

た
。こ

の
事
件
に
は
、
国
際
商
事
仲
裁
に
関
連
し
て
、
多
数
当
事
者
仲
裁
と
い
う
中
心
的
争
点
の
ほ
か
に
、
か
か
る
仲
裁
が
行
わ
れ
た
結

果
、
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
と
い
う
こ
と
が
生
じ
た
場
合
に
、
仲
裁
範
囲
と
の
関
連
で
仲
裁
判
断
の
効
力
如
何
な
ど
の
問
題
が
派

生
的
に
出
現
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
は
、
中
国
企
業
が
関
わ
る
外
国
仲
裁
に
お
い
て
、
複
数
の
契
約
に
関
わ
る
多
数
当
事
者
仲
裁
で
あ
り
、
こ
の
外
国
仲
裁
判
断

の
承
認
・
執
行
申
立
が
中
国
国
外
に
お
い
て
な
さ
れ
た
初
め
て
の
事
件
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
注
目
さ
れ
る
事
件
で
あ
る
と
考
え
る
。
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第
三
者
参
加
型
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
論
点
（
梶
田
）

以
下
、（
1
）
事
件
の
概
要
と
し
て
、
①
造
船
契
約
か
ら
仲
裁
申
立
て
ま
で
の
経
緯
、
②
そ
の
後
の
仲
裁
と
訴
訟
の
競
合
、
③
仲
裁
判

断
の
米
国
に
お
け
る
承
認
・
執
行
申
立
に
つ
い
て
示
し
た
後
に
、（
2
）
多
数
当
事
者
仲
裁
に
関
す
る
最
近
の
動
向
と
併
せ
て
こ
の
事
件

を
検
討
し
、
当
該
仲
裁
判
断
が
仮
に
中
国
で
承
認
・
執
行
申
立
が
な
さ
れ
た
と
し
た
場
合
の
現
時
点
に
お
け
る
中
国
の
法
院
の
対
応
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

仲
裁
実
務
に
お
い
て
多
数
当
事
者
仲
裁
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
実
際
の
事
件
を
も
と
に
国
際
商
事
仲
裁
実
務
に
お
け

る
新
た
な
論
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
一
般
に
外
国
企
業
と
中
国
企
業
と
の
紛
争
に
つ
い
て
中
国
国
外
の

仲
裁
機
関
に
仲
裁
付
託
を
し
、
仲
裁
判
断
が
示
さ
れ
た
結
果
、
外
国
企
業
が
給
付
請
求
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
、
当
該
仲
裁

判
断
の
承
認
・
執
行
申
立
を
す
る
の
は
中
国
国
内
に
お
い
て
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
に
中
国
国
外
に
資
産
を
置
い
て
い
る
中
国
企
業
は
多

く
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
中
国
に
お
け
る
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
に
つ
い
て
検
討
す
る
意
味
も
あ
る
と
考
え
る
。

Ⅱ 

事
件
の
概
要

多
少
長
く
な
る
が
、
は
じ
め
に
中
国
南
通
明
徳
重
工
業 v.Crescendo

事
件
に
つ
い
て
、（
1
）
契
約
か
ら
仲
裁
申
立
、（
2
）
仲
裁

と
訴
訟
の
競
合
、（
3
）
米
国
裁
判
所
に
お
け
る
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
の
判
決
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
公
開
さ
れ
て
い
る

資
料
で
は
不
明
確
な
箇
所
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
つ
つ
、
各
当
事
者
の
主
張
と
仲
裁
廷
、
裁
判

所
の
判
断
を
紹
介
す
る
。



一
二
〇

一
二
〇

1　

契
約
か
ら
仲
裁
申
立
に
至
る
経
緯（

（
（

二
〇
〇
七
年
八
月
一
六
日
、
中
国
の
造
船
所
を
運
営
す
る
南
通
明
徳
重
工
業
（
中
国
法
人
。
以
下
、「
明
徳
重
工
」
と
い
う
。）
と
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
に
位
置
す
るCrescendo M

aritim
e Co.

（
ギ
リ
シ
ャ
法
人
。
以
下
、「Crescendo

」
と
い
う
。）
は
、
明
徳
重
工
を
売
主
、

Crescendo

を
買
主
と
す
る
貨
物
船
の
造
船
契
約
を
締
結
し
た
。
同
日
、
さ
ら
にN

ew
 Future International T

rade Co., Ltd.

（
中

国
法
人
。
本
社
：
山
東
省
）
が
付
属
文
書
に
よ
り
共
同
売
主
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
造
船
契
約
で
は
、
英
国
法
を
準
拠
法
と
し
、
契
約
の
履
行

に
関
わ
っ
て
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
ロ
ン
ド
ン
海
事
仲
裁
協
会
の
規
則
に
よ
り
ロ
ン
ド
ン
で
仲
裁
を
行
う
こ
と
が
約
定
さ
れ
た
。

二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
国
際
海
事
機
構
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
は
「
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
塗
装
性
能
基
準
」（
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
を
公
布
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ

は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
以
降
に
締
結
さ
れ
る
造
船
契
約
に
は
当
該
基
準
を
強
制
的
に
適
用
す
る
と
通
知
し
た
。
そ
こ
で
、Crescendo 

と
明
徳
重
工
は
、
当
該
基
準
を
回
避
す
る
た
め
に
造
船
契
約
の
日
付
を
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
変
更
し
、
契
約
金
額
を
一
、八
〇
〇
万
米

ド
ル
＋
九
一
八
万
ユ
ー
ロ
と
し
、
分
割
払
い
を
す
る
も
の
と
約
定
し
た
。Crescendo

は
、
二
〇
〇
七
年
九
月
二
五
日
、
二
〇
〇
八
年
七

月
二
一
日
、
二
〇
一
〇
年
一
月
五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
六
二
〇
万
米
ド
ル
を
支
払
っ
た
。

こ
の
契
約
に
関
連
し
て
、Crescendo

は
、
明
徳
重
工
に
造
船
代
金
の
前
払
い
を
す
る
た
め
の
資
金
をA

lpha

銀
行
（
ギ
リ
シ
ャ
法
人
）

か
ら
借
り
入
れ
た
。Crescendo

は
、
明
徳
重
工
に
よ
る
債
務
不
履
行
発
生
時
に
造
船
契
約
に
基
づ
く
前
払
金
（A

lpha

銀
行
か
ら
の
融
資
）

の
弁
済
保
証
を
得
る
た
め
に
、
中
国
交
通
銀
行
青
島
支
店
（
以
下
、「
交
通
銀
行
」
と
い
う
。）
と
保
証
契
約
を
交
わ
し
た
。
当
該
保
証
契
約

も
、
英
国
法
を
準
拠
法
と
し
、
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
ロ
ン
ド
ン
海
事
仲
裁
協
会
の
規
則
に
よ
り
ロ
ン
ド
ン
で
仲
裁
を
行
う
こ
と
が
約

定
さ
れ
た
。
後
に
、Crescendo

は
、
交
通
銀
行
と
の
間
の
保
証
契
約
をA

lpha
銀
行
に
譲
渡
し
た
（
こ
の
「
譲
渡
」
の
概
念
は
、



一
二
一

第
三
者
参
加
型
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
論
点
（
梶
田
）

一
二
一

Crescendo

が
保
証
契
約
の
す
べ
て
の
権
利
をA

lpha

銀
行
に
譲
渡
し
た
も
の
か
判
然
と
し
な
い
。）。

そ
の
後
、
船
舶
の
建
造
が
遅
れ
た
た
め
明
徳
重
工
とCrescendo

は
、
契
約
金
額
を
二
、〇
〇
〇
万
米
ド
ル
減
額
す
る
な
ど
の
協
議
を

し
た
が
、
結
局
交
渉
は
決
裂
し
た
。
そ
こ
で
、
明
徳
重
工
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
九
日
にCrescendo

に
対
し
て
契
約
の
解
除
を

通
告
し
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
三
〇
日
に
は
ロ
ン
ド
ン
で
造
船
契
約
解
除
を
要
求
す
る
仲
裁
申
立
を
す
る
こ
と
を
通
知
し
た
。

2　

仲
裁
と
訴
訟
の
競
合（

（
（

Crescendo

は
、
明
徳
重
工
か
ら
の
契
約
解
除
通
知
を
受
け
た
と
き
に
交
通
銀
行
に
対
し
て
保
証
契
約
に
基
づ
く
弁
済
を
要
求
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
交
通
銀
行
が
保
証
契
約
に
基
づ
く
弁
済
を
拒
否
し
た
の
で
、Crescendo

は
、
交
通
銀
行
を
被
申
立
人
と
す
る
仲
裁
を
ロ

ン
ド
ン
で
申
し
立
て
る
こ
と
と
し
た
。

こ
こ
に
、
造
船
契
約
と
保
証
契
約
に
基
づ
く
一
方
の
当
事
者
（
明
徳
重
工
及
びN

ew
 Future International T

rade Co., Ltd.

v.Crescendo

、Crescendo v.

交
通
銀
行
）
を
同
じ
く
す
る
二
件
の
仲
裁
が
ロ
ン
ド
ン
の
同
じ
仲
裁
廷
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
仲
裁
廷
は
、
二
つ
の
事
件
を
併
合
し
て
審
理
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
際
にCrescendo

は
、A

lpha

銀
行
も
当
事
者
と

し
て
仲
裁
審
理
に
参
加
さ
せ
る
よ
う
に
主
張
し
た
（Crescendo
がA

lpha

銀
行
を
仲
裁
に
共
同
参
加
さ
せ
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
資
格
で
共
同

参
加
で
き
る
と
す
る
の
か
の
主
張
は
叙
述
さ
れ
て
い
な
い
。）。
こ
れ
に
対
し
て
、
交
通
銀
行
は
、（
1
）
仲
裁
手
続
は
併
合
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
個
別
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、（
2
）
保
証
契
約
に
関
す
る
仲
裁
に
お
い
て
は
、Crescendo

は
保
証
契
約
をA

lpha

銀
行

に
譲
渡
し
て
い
る
の
で
、A

lpha

銀
行
の
み
が
仲
裁
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
（A

lpha

銀
行
に
は
本
件
仲
裁

に
関
し
て
は
当
事
者
適
格
を
有
し
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
ろ
う
。）、
仲
裁
管
轄
に
つ
い
て
異
議
を
申
し
立
て
た
。A

lpha

銀
行
は
、
仲
裁
申
立



一
二
二

の
権
利
はCrescendo

に
あ
る
と
反
論
し
、A

lpha

銀
行
は
積
極
的
に
仲
裁
に
は
参
加
し
た
く
な
い
と
の
意
向
を
示
し
た
（A

lpha

銀
行

が
、
仲
裁
申
立
の
権
利
はCrescendo

に
あ
る
と
主
張
し
た
の
は
、
債
権
に
つ
い
て
はCrescendo

か
らA

lpha

銀
行
に
譲
渡
さ
れ
た
が
、
仲
裁
申
立

権
はCrescendo

に
留
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。）。

し
か
し
、
仲
裁
廷
は
、A

lpha

銀
行
は
保
証
契
約
に
基
づ
く
仲
裁
に
関
し
て
は
申
立
人
と
し
て
、
造
船
契
約
に
基
づ
く
仲
裁
に
関
し
て

は
被
申
立
人
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
（
如
何
な
る
証
拠
が
提
出
さ
れ
た
結
果
こ
の
よ
う
な
判
断
に
至
っ
た
の
か
の
理

由
は
不
明
で
あ
る
。）。
こ
こ
に
、
仲
裁
廷
は
、
仮
にCrescendo

に
有
利
な
判
断
が
示
さ
れ
る
場
合
に
、
こ
れ
が
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
担

保
す
る
た
め
に
、A

lpha
銀
行
を
保
証
契
約
仲
裁
の
申
立
人
、
造
船
契
約
仲
裁
の
被
申
立
人
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
求
め
た
。

仲
裁
廷
は
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
三
日
にA
lpha

銀
行
も
仲
裁
審
理
に
当
事
者
と
し
て
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
れ
を
交
通

銀
行
に
通
知
し
た
（
交
通
銀
行
は
、A

lpha
銀
行
の
仲
裁
手
続
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
ま
ま
、
仲
裁
手
続
が
進
め
ら
れ
た
。Crescendo

に
仲
裁
申
立

権
が
留
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
二
件
の
仲
裁
を
併
合
し
た
こ
と
に
問
題
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
こ
の
場
合
に
はA

lpha

銀
行
は
如
何
な
る
身
分
で
仲
裁
手
続
に

関
わ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
Ⅲ
─
4
及
び
Ⅳ
に
お
い
て
検
討
す
る
。）。
翌
日
、
交
通
銀
行
は
、
仲
裁
廷
が

A
lpha

銀
行
を
仲
裁
に
追
加
参
加
さ
せ
た
た
め
、
仲
裁
審
理
へ
の
参
加
を
取
り
止
め
る
と
通
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仲
裁
廷
は
、
交

通
銀
行
に
対
し
て
、
一
方
的
に
仲
裁
手
続
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仲
裁
廷
の
管
轄
権
に
対
す
る
異
議
は
主
張
で
き
な
い
が
、
仲
裁
手

続
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
通
知
し
た
。

二
〇
一
四
年
八
月
二
九
日
に
交
通
銀
行
は
、
青
島
海
事
法
院
に
明
徳
重
工
、Crescendo

、
及
びA

lpha

銀
行
の
三
者
が
造
船
契
約
に

反
し
、
共
同
詐
欺
を
働
い
た
（
造
船
契
約
の
日
付
を
後
日
書
き
換
え
た
こ
と
。
交
通
銀
行
は
、
こ
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。）
と

い
う
理
由
で
、Crescendo

及
びA

lpha

銀
行
を
相
手
取
っ
て
保
証
契
約
の
無
効
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
。
二
〇
一
四
年



一
二
三

第
三
者
参
加
型
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
論
点
（
梶
田
）

一
〇
月
二
一
日
に
青
島
海
事
法
院
は
、
交
通
銀
行
及
び
同
行
の
国
内
外
支
店
が
保
証
契
約
に
基
づ
い
てCrescendo

及
びA

lpha

銀
行

に
元
本
及
び
利
息
の
支
払
い
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
支
払
差
止
命
令
を
下
し
た
。

Crescendo

及
びA

lpha

銀
行
は
、
英
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
高
等
裁
判
所
女
王
座
部
（
以
下
、「
英
国
裁
判
所
」
と
い
う
。）

に
青
島
海
事
法
院
に
お
け
る
上
記
の
支
払
差
止
請
求
裁
判
の
無
効
確
認
の
訴
え
を
起
こ
し
た
。
英
国
裁
判
所
は
、
二
〇
一
五
年
一
一
月

二
五
日
に
交
通
銀
行
に
対
し
て
、
紛
争
は
仲
裁
に
よ
り
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
中
国
で
の
訴
訟
を
中
止
せ
よ
と
い
う
差
止
命
令
を
示
し

た
（
こ
の
判
決
が
下
さ
れ
る
前
に
、
以
下
で
叙
述
す
る
と
お
り
仲
裁
手
続
は
進
め
ら
れ
、
仲
裁
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。）。
こ
の
間
に
交
通
銀
行
は
、

数
回
に
わ
た
っ
て
仲
裁
の
停
止
を
仲
裁
廷
に
要
求
し
た
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
〇
日
、Crescendo

は
仲
裁
廷
に
手
続
停
止
に
反
対
す

る
と
の
文
書
を
提
出
し
た
。
翌
日
、
仲
裁
廷
は
、
手
続
を
継
続
す
る
と
の
回
答
を
示
し
た
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
三
日
、
交
通
銀
行

は
、
仲
裁
廷
に
対
し
て
最
終
審
問
に
も
そ
の
後
の
仲
裁
手
続
に
も
参
加
し
な
い
こ
と
を
通
知
し
た
。

二
〇
一
四
年
一
一
月
、Crescendo

は
、
保
証
契
約
書
に
仲
裁
合
意
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
青
島
海
事
法
院
に
は
管
轄
権
が
な
い
と
い

う
異
議
を
申
し
立
て
た
が
却
下
さ
れ
、
交
通
銀
行
に
よ
る
保
証
契
約
の
無
効
を
認
め
る
判
決
が
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、Crescendo

は
、

山
東
省
高
級
人
民
法
院
に
控
訴
し
た
。

二
〇
一
四
年
一
二
月
二
七
日
に
交
通
銀
行
は
、
仲
裁
廷
に
明
徳
重
工
が
破
産
し
た
こ
と
を
通
知
し
た
。
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
明
徳
重

工
は
破
産
手
続
に
入
っ
た
。

二
〇
一
四
年
一
二
月
三
一
日
、
ロ
ン
ド
ン
仲
裁
廷
は
、
以
下
の
仲
裁
判
断
を
示
し
た
。
仲
裁
廷
が
認
定
し
た
事
実
で
は
、
保
証
契
約
に

基
づ
く
弁
済
請
求
権
はA

lpha

銀
行
で
は
な
くCrescendo

に
留
保
さ
れ
て
い
る
と
認
定
す
る
。
ま
た
、Crescendo

が
不
正
を
行
っ

た
と
す
る
証
拠
は
提
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詐
欺
が
行
わ
れ
た
と
い
う
交
通
銀
行
の
主
張
、
そ
の
他
の
交
通
銀
行
に
よ
る
抗
弁
も
認
容
さ
れ
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な
い
。
そ
し
て
、
仲
裁
廷
は
、（
1
）
明
徳
重
工
に
す
で
に
支
払
わ
れ
た
一
、八
六
〇
万
米
ド
ル
に
返
済
ま
で
の
利
息
を
併
せ
て
返
済
せ
よ

と
命
じ
、（
2
）
明
徳
重
工
が
こ
の
返
済
を
で
き
な
い
場
合
に
は
、
交
通
銀
行
がCrescendo

に
弁
済
せ
よ
と
命
じ
た
。

二
〇
一
五
年
一
月
二
〇
日
にCrescendo

は
交
通
銀
行
に
仲
裁
判
断
の
履
行
を
請
求
し
た
。
し
か
し
、
交
通
銀
行
は
仲
裁
判
断
を
履

行
し
な
か
っ
た
の
で
、Crescendo

は
、
二
〇
一
五
年
六
月
九
日
に
米
国
で
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
。

3　

仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
申
立
て（

（
（

二
〇
一
六
年
二
月
二
二
日
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
裁
判
所
は
、Crescendo

の
訴
え
を
受
け
、
交
通
銀
行
に
対
す
る
仲
裁

判
断
の
承
認
・
執
行
を
認
め
る
判
決
を
下
し
た
。

交
通
銀
行
は
、
こ
の
裁
判
で
以
下
の
異
議
を
申
し
立
て
た
。
第
一
に
、（
1
）
裁
判
所
の
管
轄
権
に
対
す
る
異
議
、
す
な
わ
ち
、
米
国

の
裁
判
所
に
は
仲
裁
判
断
で
示
さ
れ
た
被
申
立
人
又
は
財
産
に
対
す
る
管
轄
権
が
な
い
と
い
う
主
張
、
第
二
に
、（
2
）
仮
に
裁
判
所
に

管
轄
権
が
あ
る
と
し
て
も
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
、
第
三
に
、（
3
）

仲
裁
判
断
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第
五
条
第
一
項
（
ｃ
）「
仲
裁
範
囲
の
踰
越
」
に
反
し
、
権
限
を
踰
越
し
て
い
る
と
い
う
主
張
、
で
あ

る
。
本
稿
は
、
多
数
当
事
者
仲
裁
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
で
、
米
国
裁
判
所
が
検
討
し
た
上
記
の
論
点
の
う
ち
、
ロ
ン
ド
ン
の
仲
裁

廷
に
お
け
る
多
数
当
事
者
仲
裁
に
関
わ
る
問
題
に
関
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
に
基
づ
く
交
通
銀
行
の
抗
弁
と
米
国
裁
判
所
の
裁
定
に

つ
い
て
叙
述
す
る
。

以
下
が
交
通
銀
行
の
主
張
に
対
す
る
裁
判
所
の
裁
定
で
あ
る
。

交
通
銀
行
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
の
下
で
第
五
条
第
一
項
（
ｃ
）
に
反
し
て
、
①A

lpha

銀
行
が
仲
裁
に
参
加
し
、
②
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第
三
者
参
加
型
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
論
点
（
梶
田
）

Crescendo

に
よ
る
詐
欺
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
保
証
契
約
に
基
づ
く
保
証
金
の
支
払
い
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
裁

判
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
裁
定
し
た
。

①A
lpha

銀
行
の
仲
裁
参
加
に
つ
い
て

交
通
銀
行
は
、
仲
裁
廷
がA

lpha

銀
行
を
仲
裁
に
申
立
人
の
一
と
し
て
参
加
さ
せ
た
こ
と
は
、
仲
裁
廷
の
過
誤
で
あ
る
と
指
摘
す
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
何
ら
か
の
規
則
違
反
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
何
も
証
明
し
て
い
な
い
。A

lpha

銀
行
は
仲
裁
手
続
に
お
い

て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
仲
裁
判
断
に
お
い
て
交
通
銀
行
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
保
証
契
約
に
基
づ
きCrescendo

に

弁
済
を
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
り
、A

lpha

銀
行
に
対
す
る
弁
済
を
命
じ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、A

lpha

銀
行
の
仲

裁
参
加
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
の
下
で
第
五
条
第
一
項
（
ｃ
）
に
反
し
て
承
認
・
執
行
拒
否
事
由
に
な
る
と
は
認
め
な
い
。

②
詐
欺
行
為
が
あ
っ
た
か
否
か

交
通
銀
行
は
、
仲
裁
人
に
はCrescendo
に
対
す
る
詐
欺
申
立
に
つ
い
て
判
断
す
る
権
限
が
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

保
証
契
約
の
準
拠
法
で
あ
る
英
国
法
に
よ
り
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
英
国
法
に
よ
れ
ば
、
仲
裁
合
意
は
契
約
当
事
者
の
契
約
関
係
か
ら

生
じ
る
す
べ
て
の
紛
争
に
適
用
さ
れ
、
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
仲
裁
人
の
管
轄
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
な
い
限
り
、
仲
裁
人
は

す
べ
て
の
紛
争
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る（

（
（

。

本
件
で
争
わ
れ
て
い
る
保
証
契
約
が
無
効
又
は
詐
欺
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
交
通
銀
行
の
主
張
に
つ
い
て
、
仲
裁
廷
は
審
理
を
し

た
結
果
、
交
通
銀
行
の
主
張
を
退
け
て
お
り
、
仲
裁
廷
の
権
限
内
で
判
断
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
裁
判
所
は
交
通
銀
行
の
主

張
を
認
め
な
い
。



一
二
六

4　

最
終
結
論

二
〇
一
六
年
九
月
に
、Crescendo

は
、
交
通
銀
行
と
和
解
に
達
し
た（

（
（

。
こ
の
た
め
、Crescendo

は
、
青
島
海
事
法
院
の
保
証
契
約

の
無
効
確
認
訴
訟
判
決
に
対
す
る
山
東
省
高
級
人
民
法
院
へ
の
控
訴
を
取
り
下
げ
た
。

以
上
の
事
件
に
は
、
Ⅰ
で
述
べ
た
と
お
り
、
国
際
商
事
仲
裁
に
関
連
し
て
、（
1
）
多
数
当
事
者
仲
裁
又
は
第
三
者
の
仲
裁
へ
の
強
制

参
加
、（
2
）
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
要
件
と
し
て
、
多
数
当
事
者
仲
裁
を
行
っ
た
が
故
に
仲
裁
廷
の
示
す
判
断
が
仲
裁
範
囲
を

超
え
て
い
る
か
否
か
と
い
っ
た
問
題
な
ど
が
存
在
す
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ⅲ 

多
数
当
事
者
仲
裁
に
関
す
る
実
務
の
動
向

1　

多
数
当
事
者
仲
裁
の
概
念

多
数
当
事
者
仲
裁
と
は
、
多
数
の
関
係
人
が
関
わ
る
紛
争
を
一
挙
的
で
統
一
的
に
解
決
す
る
た
め
、
多
数
（
三
人
以
上
）
の
当
事
者
を

同
一
の
手
続
に
関
与
さ
せ
て
行
う
仲
裁
を
い
う（

（
（

。
こ
の
多
数
当
事
者
の
概
念
に
は
広
狭
二
義
が
あ
り
、
狭
義
で
は
、
仲
裁
申
立
人
又
は
被

申
立
人
が
複
数
の
当
事
者
で
あ
る
場
合
を
指
し
、
広
義
に
は
、
す
で
に
継
続
し
て
い
る
仲
裁
手
続
に
第
三
者
が
参
加
し
て
く
る
場
合
を
指

す
（
（
（

。で
は
、
広
義
の
概
念
に
お
け
る
第
三
者
と
は
ど
の
よ
う
な
概
念
で
あ
る
の
か
。
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第
三
者
参
加
型
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
論
点
（
梶
田
）

一
般
に
「
第
三
者
」
は
、
申
立
人
と
被
申
立
人
の
紛
争
の
係
争
目
的
物
に
対
し
て
独
立（

（
（

し
た
請
求
権
を
有
す
る
か
、
又
は
独
立
し
た
請

求
権
は
有
さ
な
い
が
、
事
案
の
処
理
結
果
に
つ
い
て
法
律
上
の
利
害
関
係
が
あ
り
、
正
式
に
当
事
者
と
し
て
仲
裁
に
参
与
す
る
者
で
あ

る
。
多
数
当
事
者
仲
裁
を
認
め
る
趣
旨
は
、
仲
裁
手
続
を
簡
素
化
し
て
、
仲
裁
コ
ス
ト
を
減
少
さ
せ
、
基
本
的
に
は
当
事
者
の
適
法
な
権

利
を
保
護
す
る
と
い
う
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

多
数
当
事
者
仲
裁
は
、
広
狭
二
義
の
い
ず
れ
の
概
念
に
お
い
て
も
、
仲
裁
管
轄
は
当
事
者
の
授
権
に
よ
る
。
こ
の
仲
裁
管
轄
は
当
事
者

の
授
権
に
よ
る
と
い
う
意
味
は
、
仲
裁
合
意
の
あ
る
当
事
者
の
み
が
仲
裁
事
案
の
当
事
者
と
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

国
際
連
合
国
際
商
取
引
法
委
員
会
（U

N
CIT

RA
L

）
国
際
商
事
仲
裁
モ
デ
ル
法
第
七
条
第
一
項
は
、「
仲
裁
合
意
と
は
、
契
約
に
基
づ

く
か
否
か
を
問
わ
ず
、
一
定
の
法
律
関
係
に
つ
き
、
当
事
者
間
で
既
に
生
じ
た
か
又
は
生
じ
う
べ
き
、
す
べ
て
の
又
は
あ
る
種
の
紛
争
を

仲
裁
に
付
託
す
る
旨
の
当
事
者
の
合
意
を
い
う
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
仲
裁
法
第
二
条
は
、「
仲
裁
合
意
と
は
、
既
に
生
じ

た
民
事
上
の
紛
争
又
は
将
来
に
お
い
て
生
ず
る
一
定
の
法
律
関
係
（
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。）
に
関
す
る
民
事
上

の
紛
争
の
全
部
又
は
一
部
の
解
決
を
一
人
又
は
二
人
以
上
の
仲
裁
人
に
ゆ
だ
ね
、
か
つ
、
そ
の
判
断
に
服
す
る
旨
の
合
意
を
い
う
。」
と

規
定
し
て
い
る
。
中
国
仲
裁
法
第
四
条
は
「
当
事
者
は
、
仲
裁
方
式
に
よ
り
紛
争
を
解
決
す
る
場
合
に
は
、
双
方
の
自
由
意
思
に
よ
り
仲

裁
合
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仲
裁
合
意
が
な
い
場
合
に
は
、
一
方
が
仲
裁
を
申
し
立
て
て
も
、
仲
裁
委
員
会
は
こ
れ
を
受
理
し
な

い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
仲
裁
は
、
必
ず
当
事
者
間
の
仲
裁
合
意
の
存
在
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仲
裁
に
付
託
さ
れ
る
事
項
は
、
当

事
者
が
当
事
者
間
の
如
何
な
る
財
産
権
益
に
関
す
る
紛
争
を
仲
裁
委
員
会
に
付
託
す
る
か
を
取
り
決
め
る
内
容
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら

す
る
と
、
仲
裁
廷
が
こ
れ
を
管
轄
し
、
審
理
す
る
こ
と
も
、
当
事
者
が
仲
裁
に
よ
る
紛
争
解
決
に
つ
き
合
意
し
た
事
項
の
範
囲
に
お
い
て
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で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
仲
裁
廷
は
こ
の
と
き
に
当
事
者
の
請
求
が
成
立
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
権
利
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仲
裁
合

意
の
な
い
利
害
関
係
者
が
仲
裁
に
参
加
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
権
利
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仲
裁
当
事
者
と
な
る
条
件
を
有
し

て
い
る
第
三
者
は
、
別
途
仲
裁
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
し
、
第
三
者
と
し
て
の
仲
裁
当
事
者
と
な
り
う
る
条
件
を
有

し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
事
情
に
よ
っ
て
法
院
に
提
訴
を
す
る
か
、
又
は
そ
の
他
の
解
決
手
段
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
。
こ
こ
に
多
数
当
事

者
仲
裁
の
限
界
が
あ
る
。

2　

多
数
当
事
者
仲
裁
の
実
務
の
動
向

し
か
し
、
実
務
に
お
い
て
は
、
多
数
当
事
者
仲
裁
が
認
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
九
七
二
年
に
国
際
商
業
会
議
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
の
セ

ミ
ナ
ー
を
皮
切
り
に
、
海
事
仲
裁
人
大
会
、
商
事
仲
裁
国
際
協
議
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
）、
国
際
法
協
会
（
Ｉ
Ｌ
Ａ
）
な
ど
で
多
数
当
事
者
仲
裁

の
諸
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る（

（
（

。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
も
多
数
当
事
者
問
題
を
取
り
扱
っ
て
き
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
仲
裁
規
則
に
は
第
三
者
が
関
与

す
る
規
定
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
つ
い
て
規
定
す
る
発
端
と
な
っ
た
事
件
と
し
て
、D

utco

事
件
が
知
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

D
utco

事
件
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
仲
裁
廷
は
、
一
つ
の
建
設
契
約
に
関
連
し
て
交
わ
さ
れ
た
複
数
の
契
約
か
ら
生
じ
た
紛
争
に
つ
い
て
、

各
契
約
書
中
の
仲
裁
条
項
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
則
に
お
い
て
多
数
当
事
者
が
関
与
す
る
仲
裁
に
関
す
る
規
定
を
有
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
、
当
該
契
約
に
お
い
て
（
1
）
特
に
多
数
当
事
者
の
仲
裁
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
則
に
付
託
し
て
い
る
こ
と
、

（
2
）
当
該
建
設
契
約
に
関
わ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
か
ら
は
構
成
員
間
の
多
数
当
事
者
手
続
が
あ
り
う
る
こ
と
を
黙

示
的
に
合
意
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
と
し
て
、
事
件
を
受
理
し
、
判
断
を
示
し
た
。
こ
の
仲
裁
判
断
を
受
け
て
、
当
事
者
の
一
方
は
、

パ
リ
控
訴
院
に
仲
裁
判
断
の
部
分
的
無
効
を
求
め
た
が
、
パ
リ
控
訴
院
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
仲
裁
廷
の
事
件
受
理
理
由
と
ほ
ぼ
同
様
の
判
断
を
示
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仲
裁
の
論
点
（
梶
田
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し
、
仲
裁
廷
の
構
成
も
不
公
平
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
当
事
者
の
公
平
性
の
原
則
も
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
請
求
を
退
け

た
。現

在
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
仲
裁
規
則
で
は
、
す
べ
て
の
当
事
者
を
拘
束
す
る
一
つ
の
仲
裁
合
意
の
一
応
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
利
害

関
係
を
有
す
る
第
三
者
を
追
加
当
事
者
と
し
て
仲
裁
手
続
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
仲
裁
規
則
第

六
条
第
四
項
（
ⅰ
））。

こ
の
よ
う
に
、
仲
裁
機
関
に
よ
る
仲
裁
規
則
に
お
い
て
は
、
当
該
第
三
者
が
仲
裁
合
意
を
し
て
い
る
と
は
明
示
的
に
認
め
ら
れ
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
一
応
確
か
ら
し
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
第
三
者
を
仲
裁
手
続
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
る
ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
仲
裁
合
意
の
人
的
範
囲
を
第
三
者
に
「
拡
張
す
る
（extension

）」
と
い
う
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
仲
裁

合
意
の
拡
張
解
釈
を
通
じ
て
、
第
三
者
の
仲
裁
手
続
へ
の
参
加
を
広
く
認
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る（

（1
（

。

で
は
、
こ
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
概
念
が
、
明
徳
重
工
業 v.Crescendo

事
件
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
か
検
討
し
て
み
た
い
。

3　

明
徳
重
工
業 v.Crescendo

事
件
へ
の
当
て
は
め

Crescendo

は
、
明
徳
重
工
に
よ
り
造
船
契
約
の
解
除
を
請
求
す
る
仲
裁
の
被
申
立
人
と
な
り
、
続
い
てCrescendo

は
、
保
証
契

約
に
基
づ
き
交
通
銀
行
に
対
す
る
仲
裁
を
申
し
立
て
た
。
こ
こ
に
、
造
船
契
約
と
保
証
契
約
に
基
づ
く
一
方
当
事
者
（Crescendo

）
を
同

じ
く
す
る
仲
裁
が
ロ
ン
ド
ン
の
同
じ
仲
裁
廷
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
仲
裁
廷
は
、
二
つ
の
事
件
を
併
合
し
て
審
理
す
る

こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
根
拠
は
、
英
国
仲
裁
法
第
三
五
条
（
手
続
の
併
合
と
同
時
弁
論
）
の
「（
1
）
両
当
事
者
は
自
由
に
（
ａ
）
当
該
仲
裁
手
続
を
別
の
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仲
裁
手
続
と
併
合
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
（
ｂ
）
同
時
に
弁
論
（
聴
聞
）
手
続
を
行
う
こ
と
を
合
意
で
き
、
そ
の
た
め
の
条
件
に
つ
い
て

も
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
2
）
両
当
事
者
が
仲
裁
廷
に
手
続
や
弁
論
の
併
合
を
行
う
権
限
を
授
与
す
る
こ
と
に
合
意
し
な
い
限
り
、

当
該
仲
裁
廷
は
こ
れ
ら
を
命
ず
る
権
限
を
も
た
な
い
。」
と
い
う
規
定
に
よ
る
。

前
述
し
た
と
お
り
、Crescendo

は
、A

lpha

銀
行
も
当
事
者
と
し
て
仲
裁
審
理
に
参
加
さ
せ
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
交
通
銀
行
は
、
保
証
契
約
に
関
す
る
仲
裁
に
お
い
て
は
、Crescendo

は
権
利
をA

lpha

銀
行
に
譲
渡
し
て
い
る
の
で
、A

lpha

銀
行
の
み
が
仲
裁
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、
異
議
を
申
し
立
て
た
。
し
か
し
、
仲
裁
廷
は
、A

lpha

銀
行

は
保
証
契
約
に
基
づ
く
仲
裁
に
関
し
て
は
申
立
人
と
し
て
、
造
船
契
約
に
基
づ
く
仲
裁
に
関
し
て
は
被
申
立
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
し
た

が
っ
て
、
仮
にCrescendo

に
有
利
な
判
断
が
示
さ
れ
る
場
合
に
、
こ
れ
が
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
に
、A

lpha

銀
行
を

保
証
契
約
仲
裁
の
申
立
人
、
造
船
契
約
仲
裁
の
被
申
立
人
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
求
め
た
。

こ
の
よ
う
な
仲
裁
手
続
に
問
題
は
な
い
か
。
そ
も
そ
もCrescendo

は
、
交
通
銀
行
を
相
手
取
っ
た
仲
裁
申
立
が
で
き
る
の
か
と
い

う
疑
問
も
あ
る
。
当
初
のCrescendo

と
交
通
銀
行
と
の
間
の
保
証
契
約
は
、Crescendo

がA
lpha

銀
行
に
譲
渡
し
て
お
り
、
そ
う

で
あ
れ
ばCrescendo

と
交
通
銀
行
と
の
間
に
は
契
約
関
係
は
存
在
し
な
く
な
り
、
仲
裁
合
意
も
な
い
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い

う
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
明
確
な
回
答
は
な
い
。
事
件
の
紹
介
の
と
こ
ろ
で
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
と
お
り
、
譲
渡
と
い
う
概
念
及

び
／
又
は
範
囲
が
曖
昧
で
あ
る
が
、
仲
裁
廷
は
、
保
証
契
約
はcrescendo

に
留
保
さ
れ
て
い
る
と
認
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

Crescendo

に
よ
る
二
件
の
仲
裁
申
立
が
受
理
さ
れ
た
と
推
察
す
る
し
か
な
い
。

そ
う
で
あ
る
と
も
う
一
つ
別
の
疑
問
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、A

lpha

銀
行
は
如
何
な
る
身
分
で
仲
裁
に
参
加
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
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第
三
者
参
加
型
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
論
点
（
梶
田
）

4　

第
三
者
の
仲
裁
手
続
へ
の
参
加
強
制
の
可
否

小
島
教
授
は
、
仲
裁
の
対
象
と
さ
れ
た
紛
争
の
基
礎
に
あ
る
契
約
の
趣
旨
、
そ
し
て
、
そ
の
契
約
に
お
か
れ
た
仲
裁
合
意
（
仲
裁
条
項
）

の
趣
旨
に
か
ん
が
み
て
、
第
三
者
の
参
加
を
予
定
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
当
事
者
は
、
仲
裁
廷
に
対
し
て
、
そ
の
第
三

者
を
参
加
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
求
め
る
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る（

（1
（

。

一
方
、
ロ
ン
ド
ン
海
事
仲
裁
協
会
仲
裁
廷
は
、「A

lpha

銀
行
は
保
証
契
約
に
基
づ
く
仲
裁
に
関
し
て
は
申
立
人
と
し
て
、
造
船
契
約

に
基
づ
く
仲
裁
に
関
し
て
は
被
申
立
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
仲
裁
廷
は
、
仮
にCrescendo

に
有
利
な
判
断
が
示
さ
れ

る
場
合
に
、
こ
れ
が
履
行
さ
れ
る
よ
う
な
方
式
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、A

lpha

銀
行
を
保
証
契
約
に
基
づ
く
仲
裁
の
申
立
人
、
造

船
契
約
に
基
づ
く
仲
裁
の
被
申
立
人
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
求
め
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、A

lpha

銀
行
を
二
件
の
契
約

に
お
い
て
共
に
当
事
者
と
し
て
仲
裁
に
共
同
で
参
加
す
る
資
格
を
有
す
る
と
認
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。Crescendo

に
有
利
な
判

断
が
示
さ
れ
、A

lpha

銀
行
が
仲
裁
当
事
者
に
参
加
し
て
い
な
い
と
、Crescendo

が
例
え
ばA

lpha

銀
行
の
た
め
に
交
通
銀
行
に
対

す
る
代
位
訴
訟
の
よ
う
な
も
の
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
結
果
を
得
る
の
に
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
の

で
、
訴
訟
経
済
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
第
三
者
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
仲
裁
に
参
加
さ
せ
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
裁
判
所
の
判
決
で
は
、「
仲
裁
廷
がA

lpha

銀
行
の
仲
裁
参
加
を
認
め
た
こ
と
に
過
誤
は
な
く
、

A
lpha

銀
行
は
仲
裁
手
続
に
お
い
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
ら
ず
、
仲
裁
判
断
に
お
い
て
交
通
銀
行
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
保
証

契
約
に
基
づ
きCrescendo

に
弁
済
を
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
り
、A

lpha

銀
行
に
対
す
る
弁
済
を
命
じ
て
い
な
い
故
に
、A

lpha

銀
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行
の
仲
裁
参
加
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
の
下
で
第
五
条
第
一
項
（
ｃ
）
に
反
し
て
承
認
・
執
行
拒
否
事
由
に
な
る
と
は
認
め
な
い
。」
と

判
示
し
て
い
る
。A

lpha

銀
行
の
仲
裁
手
続
に
お
け
る
関
与
が
少
な
い
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
強
制
参
加
さ
せ
ら
れ
た
当
事
者
の
関
与
の
仕
方
も
問
題
に
な
る
場
面
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

米
国
で
は
、
任
意
で
あ
る
か
強
制
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
仲
裁
に
対
す
る
当
事
者
の
参
加
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら
次
の
よ
う
な
考
え
方

が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
徳
重
工
業 v.Crescendo

事
件
と
類
似
し
て
い
るCom

pania Espanola de Petroleos v.

N
ereus Shipping

事
件（

（1
（

が
参
考
に
な
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
船
主
と
傭
船
者
、
そ
れ
と
船
主
と
傭
船
者
の
保
証
人
と
の
間
に
別
々

の
仲
裁
が
開
始
さ
れ
た
が
、
船
主
の
申
立
て
に
よ
っ
て
米
国
連
邦
裁
判
所
は
事
件
を
併
合
す
べ
き
で
あ
る
と
の
命
令
を
出
し
た
。
同
裁
判

所
は
、
保
証
人
が
、
傭
船
者
の
「
権
利
と
義
務
を
引
継
ぎ
」
及
び
「
そ
の
契
約
の
残
余
の
履
行
」
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
た
と
き
に
、
黙
示

的
に
船
主
と
の
紛
争
を
仲
裁
に
付
託
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
同
裁
判
所
の
併
合
命
令
の
根
拠
は
、「
二
つ
の
仲
裁
に

は
共
通
の
法
律
並
び
に
事
実
問
題
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、（
債
務
不
履
行
）
の
問
題
に
つ
い
て
相
違
し
た
判
決
を
下
す
恐
れ
が
あ
っ
た
。」

か
ら
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
米
国
裁
判
所
は
、
米
国
仲
裁
法
に
お
い
て
仲
裁
の
併
合
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う（

（1
（

。

米
国
に
お
い
て
は
判
例
法
が
形
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、
代
理
（agency

）
の
法
理
の
ほ
か
、
第
三
受
益
者
（third party beneficiary

） 

の
法
理
、
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
禁
反
言
（equitable estoppel
）
の
法
理
等
に
よ
り
仲
裁
合
意
の
な
い
利
害
関
係
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
効

力
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
法
理
（doctrine of group com

panies

）
に
よ
り
仲
裁
合

意
の
非
署
名
者
に
対
し
仲
裁
合
意
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
る（

（1
（

。

以
上
の
よ
う
に
最
近
で
は
一
定
の
要
件
を
考
慮
し
た
上
で
、
第
三
者
関
与
を
認
め
る
傾
向
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
で
は
、
こ
う
し
て

得
ら
れ
た
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
当
然
な
が
ら
仲
裁
合
意
の
当
事
者
で
は
な
い
利
害
関
係
者
の
参
加
が
あ
る
こ
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第
三
者
参
加
型
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
論
点
（
梶
田
）

と
を
も
っ
て
、
給
付
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
当
事
者
は
、
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
の
拒
否
を
主
張
す
る
。
以
下
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
検
討
す
る
。Ⅳ 

多
数
当
事
者
仲
裁
と
当
該
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行

─
仲
裁
範
囲
と
の
関
係

外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
八
年
に
国
際
連
合
に
よ
り
「
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
条

約
」（
以
下
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
」
と
い
う
。）
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
の
加
盟
国
は
一
六
五
カ
国
・
地
域
に

の
ぼ
る（

（1
（

。
中
国
、
米
国
、
英
国
も
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
に
加
盟
し
て
お
り
、
明
徳
重
工
業 v.Crescendo

事
件
の
扱
い
に
関
し
て

も
、
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
が
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第
五
条
は
、
外
国
仲
裁
判

断
の
承
認
・
執
行
を
拒
否
す
る
事
由
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。

明
徳
重
工
業 v.Crescendo

事
件
で
は
、
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
に
関
し
て
、
中
国
当
事
者
か
ら
（
1
）
仲
裁
範
囲
が
合
意

の
範
囲
を
超
え
て
い
る
こ
と
（A

lpha

銀
行
は
、
仲
裁
申
立
人
と
は
な
り
得
な
い
と
こ
ろ
、
仲
裁
廷
が
当
事
者
と
し
て
認
定
し
、
仲
裁
判
断
を
示
し
た

こ
と
）
が
承
認
・
執
行
拒
否
事
由
に
該
当
す
る
と
い
う
抗
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
海
事
仲
裁
協
会

に
よ
り
示
さ
れ
た
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
が
仮
に
中
国
で
申
し
立
て
ら
れ
た
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
に
裁
定
さ
れ
る
か
つ
い
て
検
討
し
、

外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
に
関
す
る
現
時
点
の
中
国
の
考
え
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

中
国
に
お
い
て
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
拒
否
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
が
拒
否
裁
定
の
根
拠
と
な
る
と
こ
ろ（

（1
（

、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
条
約
第
五
条
と
の
関
係
で
、
多
数
当
事
者
仲
裁
が
承
認
・
執
行
の
場
面
で
問
題
と
な
る
の
は
、
主
に
仲
裁
廷
の
権
限
、
仲
裁
範
囲



一
三
四

の
問
題
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
明
徳
重
工 v.Crescendo

事
件
の
関
連
で
指
摘
す
る
と
、
当
事
者
の
主
張
に
お
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な

い
が
、
①
中
国
企
業
に
よ
る
対
外
保
証
が
、
中
国
の
担
保
法
に
違
反
し
て
い
な
い
か
否
か
、
ま
た
、
②
仲
裁
と
訴
訟
の
競
合
が
生
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
判
断
が
示
さ
れ
た
場
合
の
優
先
順
位
又
は
公
序
と
の
関
係
も
問
題
と
な
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
る（

（1
（

。
以
下
で
は
、
本
事
件

に
直
接
的
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
仲
裁
範
囲
の
問
題
を
中
心
に
検
討
す
る
。

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
裁
判
所
は
、Crescendo

の
訴
え
を
受
け
、
交
通
銀
行
に
対
す
る
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
を
認
め

る
判
決
を
下
し
た
。Crescendo

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
承
認
・
執
行
を
申
し
立
て
る
と
い
う
手
法
を
採
っ
た
の
で
あ
る
が
、
仮

に
中
国
で
こ
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

本
件
の
ほ
か
に
、
中
国
で
多
数
当
事
者
仲
裁
、
と
り
わ
け
第
三
者
の
仲
裁
手
続
へ
の
強
制
参
加
が
問
題
と
な
っ
た
米
国
Ｇ
Ｍ
Ｉ
（Gerald 

M
aterials Inc.

） v.

蕪
湖
製
錬
所
、
蕪
湖
恒
鑫
銅
業
集
団
有
限
公
司
事
件
が
あ
る（

（1
（

。

こ
れ
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｉ
が
、
蕪
湖
製
錬
所
か
ら
銅
の
輸
入
を
す
る
貿
易
契
約
を
締
結
し
た
が
、
契
約
が
履
行
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
損
害
賠
償

を
求
め
て
、
蕪
湖
製
錬
所
及
び
契
約
に
は
署
名
し
て
い
な
い
第
三
者
で
あ
る
蕪
湖
恒
鑫
銅
業
集
団
有
限
公
司（

（2
（

を
被
申
立
人
と
し
て
、
ロ
ン

ド
ン
金
属
取
引
所
仲
裁
裁
判
所
に
仲
裁
申
立
を
し
た
事
件
で
あ
る
。
仲
裁
に
お
い
て
、
蕪
湖
恒
鑫
銅
業
集
団
有
限
公
司
は
、「
当
社
は
本

件
の
適
格
な
被
執
行
人
で
は
な
く
、
法
に
よ
り
Ｇ
Ｍ
Ｉ
の
申
立
を
却
下
す
る
よ
う
要
求
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
当
社
と
Ｇ
Ｍ
Ｉ
の
間
で
貨

物
売
買
取
引
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
商
品
の
売
買
に
関
す
る
紛
争
も
仲
裁
へ
の
関
与
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
当
社
は
蕪
湖
製
錬
所
と
の
い

か
な
る
資
産
又
は
資
本
関
係
も
有
し
て
お
ら
ず
、
Ｇ
Ｍ
Ｉ
は
、
当
社
を
被
執
行
人
と
す
る
法
的
及
び
事
実
的
根
拠
が
な
く
、
訴
訟
権
の
濫

用
で
あ
る
。」
と
異
議
を
申
し
立
て
た
。

以
上
の
各
当
事
者
の
主
張
に
対
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
仲
裁
裁
判
所
は
、
英
国
仲
裁
法
（
一
九
九
六
年
）
及
び
ロ
ン
ド
ン
金
属



一
三
五

第
三
者
参
加
型
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
論
点
（
梶
田
）

取
引
所
規
則
に
基
づ
き
、
Ｇ
Ｍ
Ｉ
の
請
求
を
認
め
、
蕪
湖
製
錬
所
及
び
蕪
湖
恒
鑫
銅
業
集
団
有
限
公
司
の
二
社
に
対
し
て
給
付
義
務
を
負

わ
せ
る
仲
裁
判
断
を
示
し
た
。

し
か
し
、
中
国
企
業
が
仲
裁
判
断
を
任
意
に
履
行
し
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ｍ
Ｉ
は
、
中
国
法
院
に
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
を
申
し
立

て
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
高
人
民
法
院
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る（

（2
（

。

「
本
件
仲
裁
廷
は
、
米
国
Ｇ
Ｍ
Ｉ
と
蕪
湖
製
錬
所
の
売
買
契
約
の
仲
裁
条
項
に
基
づ
き
受
理
さ
れ
た
案
件
で
あ
り
、
仲
裁
範
囲
に
関

し
て
、
仲
裁
廷
は
Ｇ
Ｍ
Ｉ
と
蕪
湖
製
錬
所
間
の
売
買
契
約
に
関
す
る
紛
争
の
み
に
つ
い
て
判
断
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ

が
、
Ｇ
Ｍ
Ｉ
の
申
立
て
に
よ
れ
ば
、
Ｇ
Ｍ
Ｉ
と
は
仲
裁
合
意
の
な
い
蕪
湖
恒
鑫
銅
業
集
団
有
限
公
司
が
仲
裁
被
申
立
人
と
し
て
加
え

ら
れ
、
Ｇ
Ｍ
Ｉ
と
蕪
湖
製
錬
所
及
び
蕪
湖
恒
鑫
銅
業
集
団
有
限
公
司
の
三
者
間
の
紛
争
に
つ
い
て
判
断
が
示
さ
れ
た
。
仲
裁
廷
の
決

定
は
、
明
ら
か
に
仲
裁
合
意
の
範
囲
外
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第
五
条
第
一
項
（
ｃ
）
に
よ
れ
ば
、
仲
裁
事
項
が
仲
裁
合
意
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
に
は
執
行
を
認
め
な

い
。
た
だ
し
、
仲
裁
廷
が
判
断
を
示
す
権
限
を
有
す
る
も
の
と
こ
れ
を
超
え
た
も
の
を
分
割
で
き
る
と
き
に
は
、
判
断
を
示
す
権
限

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
承
認
・
執
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
本
件
の
場
合
、
仲
裁
廷
に
権
限
が
あ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も

の
を
明
確
に
区
別
で
き
る
。
仲
裁
廷
は
、
判
断
書
に
お
い
て
被
申
立
人
と
い
う
呼
び
方
を
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
蕪
湖
製
錬
所
か

蕪
湖
恒
鑫
銅
業
集
団
有
限
公
司
か
を
特
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
特
に
明
記
し
な
い
限
り
、
被
申
立
人
の
意
味
に
は
蕪
湖
製
錬
所

と
蕪
湖
恒
鑫
銅
業
集
団
有
限
公
司
の
両
方
を
含
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
表
現
で
あ
る
と
判
断
権
限
の
あ
る
部
分
と
そ
う
で
な
い

も
の
が
不
可
分
で
あ
り
、
最
終
判
断
書
に
よ
れ
ば
蕪
湖
製
錬
所
が
単
独
で
責
任
を
負
う
べ
き
と
す
る
明
確
な
部
分
が
あ
る
。
こ
の
判
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断
に
関
す
る
限
り
、
仲
裁
廷
は
判
断
権
を
有
し
、
か
つ
判
断
を
分
割
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
他
に
蕪
湖
製
錬
所
と
蕪
湖
恒
鑫
銅

業
集
団
有
限
公
司
の
責
任
を
明
確
に
区
別
で
き
な
い
も
の
は
承
認
・
執
行
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。」

こ
う
し
て
最
高
人
民
法
院
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｉ
の
請
求
を
一
部
認
容
し
、
第
三
者
に
対
す
る
承
認
・
執
行
は
認
め
な
い
裁
定
を
し
た
。

ま
た
、
類
似
の
事
件
にSPLIET

H
O

FF’S BEV
RA

CH
T

IN
GSK

A
N

T
O

O
REB.V

.

（
オ
ラ
ン
ダ
法
人
。
Ｘ
）
と
中
国
電
子
進
出
口

山
東
公
司
（
Ｙ1）
及
び
栄
成
市
西
霞
口
船
業
有
限
公
司
（
Ｙ2）
の
事
件（

（2
（

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
事
件
で
あ
る
。

Ｘ
と
Ｙ1
・
Ｙ2
は
、
造
船
契
約
を
締
結
し
た
。
Ｘ
は
、
造
船
代
金
を
前
払
い
し
た
が
、
Ｙ
は
納
期
に
船
舶
の
引
渡
し
を
し
な
か
っ
た
の 

で
、
造
船
契
約
に
基
づ
き
ロ
ン
ド
ン
で
仲
裁
を
申
し
立
て
た
。
Ｘ
の
請
求
内
容
は
、（
1
）
契
約
の
解
除
、（
2
）
被
申
立
人
に
対
す
る
前

払
い
代
金
の
返
済
、
及
び
（
3
）
被
申
立
人
が
返
済
で
き
な
い
場
合
に
は
Ｘ
は
中
国
銀
行
山
東
支
店
に
保
証
契
約
に
基
づ
く
代
金
及
び
利

息
の
弁
済
を
請
求
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

仲
裁
廷
は
、
審
理
の
結
果
、
Ｘ
の
主
張
を
認
容
す
る
判
断
を
示
し
た
。
そ
の
後
、
Ｙ
が
仲
裁
判
断
を
任
意
に
履
行
し
な
い
の
で
、
山
東

省
法
院
に
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
を
申
し
立
て
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ
は
、
仲
裁
判
断
が
造
船
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
中
国
銀
行

に
代
金
及
び
利
息
の
支
払
い
を
命
じ
た
こ
と
は
、
仲
裁
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
い
う
主
張
を
し
た
。

最
高
人
民
法
院
は
、「SPLIET

H
O

FF

に
関
す
る
回
答
」
で
次
の
と
お
り
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

「
中
国
銀
行
山
東
支
店
は
、
本
件
造
船
契
約
に
つ
い
て
買
主
の
預
託
金
の
返
済
に
関
し
て
保
証
を
し
て
い
る
が
、
当
該
銀
行
は
本
件

造
船
契
約
の
一
方
の
当
事
者
で
は
な
く
、
本
件
仲
裁
判
断
の
及
ぶ
申
立
人
又
は
被
申
立
人
で
は
な
い
。
保
証
契
約
の
権
利
義
務
関
係
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仲
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は
本
件
仲
裁
が
判
断
す
る
事
項
で
は
な
い
。
ロ
ン
ド
ン
仲
裁
廷
の
判
断
は
仲
裁
合
意
の
範
囲
を
超
え
て
お
り
、
当
該
判
断
は
承
認
で

き
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
他
の
分
離
可
能
な
事
項
の
判
断
に
関
し
て
は
承
認
す
る
。」

上
述
の
Ｇ
Ｍ
Ｉ
事
件
で
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｉ
は
、
契
約
当
事
者
の
他
に
契
約
は
署
名
し
て
い
な
い
会
社
を
含
め
た
二
社
を
被
申
立
人
す
る
仲
裁

を
申
し
立
て
た
。
こ
の
第
三
者
が
加
わ
っ
た
仲
裁
判
断
を
中
国
最
高
人
民
法
院
は
無
効
と
は
せ
ず
に
、
仲
裁
判
断
に
お
い
て
二
当
事
者
の

責
務
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
契
約
当
事
者
に
対
す
る
請
求
に
限
っ
て
承
認
・
執
行
を
認
め
た
。SPLIET

H
O

FF

事
件
で
は
、

契
約
の
一
方
当
事
者
を
被
申
立
人
と
し
た
仲
裁
の
申
立
て
で
あ
っ
た
が
、
請
求
内
容
に
第
三
者
に
対
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
の
請
求
が
仲

裁
判
断
で
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
仲
裁
判
断
に
対
し
て
、
最
高
人
民
法
院
は
、
契
約
当
事
者
に
対
す
る
仲
裁
判
断
を
承
認
し
、

第
三
者
に
対
す
る
請
求
は
棄
却
し
た
。

再
び
、
明
徳
重
工 v.Crescendo

事
件
に
戻
っ
て
検
討
す
る
と
、
保
証
契
約
の
当
事
者
は
、
交
通
銀
行
とCrescendo

で
あ
る
。
交

通
銀
行
は
、Crescendo

は
保
証
契
約
をA

lpha
銀
行
に
譲
渡
し
た
た
め
、Crescendo

に
は
請
求
権
が
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、

仲
裁
廷
は
最
終
的
に
、A
lpha

銀
行
を
申
立
人
に
加
え
た
。

仲
裁
の
相
対
性
と
秘
密
性
は
、
当
事
者
が
、
訴
訟
の
よ
う
に
当
事
者
又
は
第
三
者
の
追
加
を
請
求
で
き
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
仲
裁
合
意
の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第
五
条
第
一
項
（
ｃ
）
に
よ
れ
ば
、
仲
裁
範
囲
を
超
え

た
判
断
は
承
認
・
執
行
の
拒
否
事
由
と
な
る
。

本
件
に
お
け
る
問
題
は
、Crescendo

が
保
証
契
約
をA

lpha

銀
行
に
譲
渡
し
た
と
こ
ろ
、
保
証
契
約
の
仲
裁
条
項
が
交
通
銀
行
と

そ
の
保
証
契
約
をCrescendo

か
ら
譲
り
受
け
たA

lpha

銀
行
を
拘
束
す
る
否
か
で
あ
る
。
一
般
に
契
約
の
仲
裁
条
項
は
契
約
に
付
随



一
三
八

し
て
譲
渡
さ
れ
、
契
約
の
譲
受
人
も
原
契
約
の
仲
裁
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
。

本
件
の
仲
裁
判
断
の
中
国
に
お
け
る
承
認
・
執
行
に
関
し
て
、
中
国
の
法
院
は
如
何
な
る
審
理
を
す
る
か
。

仲
裁
廷
は
、（
1
）
明
徳
重
工
に
す
で
に
支
払
わ
れ
た
一
、八
六
〇
万
米
ド
ル
に
返
済
ま
で
の
利
息
を
併
せ
て
返
済
す
る
よ
う
に
命
じ
、

（
2
）
明
徳
重
工
が
こ
の
返
済
を
で
き
な
い
場
合
に
は
、
交
通
銀
行
が
弁
済
せ
よ
と
命
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
中
国
の
法
院
と
し
て
は
、

は
じ
め
に
（
1
）
を
承
認
す
る
か
否
か
、（
1
）
を
承
認
し
て
も
物
理
的
に
こ
れ
を
執
行
で
き
な
い
場
合
、（
2
）
を
承
認
す
る
か
否
か
で

あ
る
。

（
1
）
に
つ
い
て
は
、
仲
裁
廷
に
よ
る
判
断
に
異
論
は
生
じ
な
い
。（
2
）
に
つ
い
て
は
、A

lpha

銀
行
の
仲
裁
へ
の
参
加
の
経
緯
、
適

否
が
問
題
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
第
五
条
第
一
項
（
ｃ
）
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

仲
裁
廷
が
、
保
証
契
約
に
基
づ
きA

lpha
銀
行
を
仲
裁
手
続
に
参
加
さ
せ
た
こ
と
の
適
否
で
あ
る
。
こ
れ
がCrescendo

と
交
通
銀
行

の
仲
裁
合
意
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
い
う
主
張
を
交
通
銀
行
が
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
仲
裁
合
意
は
交
通
銀
行
とCrescendo

を
依
然
と
し
て
拘
束
す
る
。
仲
裁
合
意
は
、
交
通
銀
行
とCrescendo

の
間
、
又
は
交
通
銀
行
とA

lpha

銀
行
の
間
に
存
在
し
、
同
時

に
三
者
の
間
に
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
仲
裁
廷
は
三
者
の
関
係
を
審
理
し
、
一
通
の
判
断
書
を
作
成

し
て
い
る
。
交
通
銀
行
は
、Crescendo

に
弁
済
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
、
仲
裁
手
続
に
は
瑕
疵
が
あ
り
、
仲
裁
廷
が

A
lpha

銀
行
を
交
通
銀
行
とCrescendo

の
仲
裁
に
参
加
さ
せ
た
こ
と
は
、
仲
裁
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。

中
国
の
法
院
は
、GM

I

やSPLIET
H

O
FF

の
事
件
に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、（
1
）
明
徳
重
工
へ
の
返
済
命
令
を
承
認
し
て
も
、

（
2
）
交
通
銀
行
に
対
す
る
弁
済
命
令
は
承
認
さ
れ
な
い
と
い
う
裁
定
を
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
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者
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仲
裁
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点
（
梶
田
）

Ⅴ 

ま　

と　

め

本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
多
数
当
事
者
仲
裁
が
行
わ
れ
る
事
案
が
、
国
際
商
取
引
の
形
態
が
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
に
伴
っ
て
、
少

な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
多
数
当
事
者
仲
裁
に
つ
い
て
、
各
国
際
商
事
仲
裁
機
関
や
各
国
裁
判
所
に
お
い

て
、
そ
の
対
応
は
一
致
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
仲
裁
機
関
や
裁
判
所
は
、
こ
の
実
務
上
に
お
い
て
出
現
し
て
い
る
状
況
を
認
め
る
傾
向

に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

近
年
で
は
、
国
際
取
引
に
お
い
て
農
林
開
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
鉄
道
・
道
路
・
港
湾
・
空
港
な
ど
イ
ン
フ
ラ
建
設
と
い
っ
た
様
々

な
分
野
でPublic Private Partnership

（PPP

）
やBuild O

peration T
ransfer

（BO
T

）
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き

契
約
の
密
接
な
利
害
関
係
者
で
あ
る
が
、
仲
裁
合
意
に
は
署
名
し
て
い
な
い
関
係
者
が
多
数
お
り
、
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
円
滑
な
処
理

を
し
、
関
係
者
の
利
害
調
整
を
図
る
こ
と
を
考
慮
し
た
場
合
に
仲
裁
合
意
の
な
い
利
害
関
係
者
を
紛
争
当
事
者
と
し
て
仲
裁
手
続
に
参
与

さ
せ
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る（

（2
（

。

澤
田
教
授
は
、「
仲
裁
を
さ
ら
に
複
雑
に
す
る
要
素
と
し
て
、
仲
裁
合
意
の
当
事
者
で
な
い
者
が
申
立
人
に
な
っ
た
り
、
被
申
立
人
に

さ
れ
る
状
況
も
あ
る
。」
と
い
う（

（2
（

。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
事
件
は
、
こ
の
よ
う
な
要
素
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
。

こ
の
と
き
、
新
た
な
論
点
と
し
て
、
当
初
の
仲
裁
合
意
で
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
当
事
者
の
手
続
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、（
1
）
参
加

を
要
求
す
る
要
件
、（
2
）
こ
の
場
合
の
仲
裁
人
の
選
任
方
法
、（
3
）
仲
裁
の
併
合
の
要
件
な
ど
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、（
4
）
仲
裁
と
訴
訟
が
競
合
し
た
場
合
の
処
理
基
準
も
問
題
と
な
ろ
う
。
仲
裁
に
よ
り
紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
当
事
者
の
意
思

の
尊
重
と
の
関
連
も
問
題
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
当
面
は
、
仲
裁
機
関
が
当
事
者
に
参
加
す
る
よ
う
に
説
伏
し
、
新
た
な
仲
裁
合
意
を
得



一
四
〇

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
現
実
的
な
解
決
方
法
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
仲
裁
判
断
が
任
意
に
履
行
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
承
認
・

執
行
を
め
ぐ
っ
て
仲
裁
合
意
の
不
存
在
と
い
っ
た
抗
弁
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
米
国
連
邦
仲
裁
法
四
条
は
、
仲
裁
に
応
じ

な
い
当
事
者
に
対
し
、
反
対
当
事
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
事
件
を
仲
裁
へ
と
付
託
す
る
こ
と
を
命
じ
る
と
し
て
い
る
。

Stavros Brekoulakis

氏
は
、
政
策
的
の
観
点
か
ら
仲
裁
の
効
率
を
高
め
る
た
め
に
、
第
三
者
と
対
話
し
、
彼
ら
の
利
益
を
実
現
す

る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
手
続
の
重
複
を
避
け
、
仲
裁
の
範
囲
も
拡
大
す
る
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
仲
裁
合
意
の
な
い

第
三
者
を
仲
裁
手
続
に
参
加
さ
せ
る
理
論
的
根
拠
は
、「
合
意
」
の
概
念
か
ら
、「
紛
争
」
の
概
念
に
シ
フ
ト
す
べ
き
で
あ
る
と
も
提
案
し

て
い
る（

（2
（

。

一
方
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
は
、
当
事
者
が
仲
裁
に
よ
り
紛
争
を
解
決
す
る
と
い
う
意
思
の
尊
重
が
な
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
国
際
的

に
各
国
・
地
域
の
仲
裁
機
関
で
行
わ
れ
た
仲
裁
判
断
を
尊
重
し
、
各
国
・
地
域
で
承
認
・
執
行
が
担
保
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
に
国
際
商
事

仲
裁
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
多
数
当
事
者
仲
裁
と
仲
裁
合
意
が
存
在
す
る
が
ゆ
え
の
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
と
る
の
か
。
本
稿
で
扱
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
国
際
的
に
議
論
し
、
統
一
的
見
解
を
示
す
よ
う
な
時
期
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。な

お
、
中
国
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
中
国
の
仲
裁
機
関
は
、
多
数
当
事
者
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
、
上
述
の
事
案
で
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
時
点
に
お
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
海
外
の
仲
裁
機
関
で
行
わ
れ
た
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行

が
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
最
高
人
民
法
院
の
当
面
の
判
断
基
準
で
は
、
中
国
の
司
法
主
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
れ
を
承
認
・
執

行
す
る
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
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第
三
者
参
加
型
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
論
点
（
梶
田
）

（
1
）Crescendo M

aritim
e Co.v. Bank of Com

m
unications Co. Ltd. 

（Crescendo M
ar. Co. v. Bank of Com

m
uns. Co., 2016 U

.S. 
D

ist. LEX
IS 21824, 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
四
日
）、
及
びCrescendo M

aritim
e Co &

 A
nor v Bank of Com

m
unications 

Com
pany Ltd. &

 ors,

（https://w
w

w
.casem

ine.com
/judgem

ent/uk/5a8ff7c860d03e7f57eb210e, 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
八
月

二
三
日
）
な
ど
よ
り
。

（
2
）
前
掲
注（
1
）、
及
び
張
暁
明
「
由“Crescendo”

案
探
析
倫
敦
仲
裁
与
中
国
訴
訟
的
冲
突
」（
仲
裁
与
法
律
、
第
一
三
九
輯
）
一
八
─
三
二
頁
）。

（
3
）U

nited States D
istrict Court, Southern D

istrict of N
ew

 Y
ork, 22 February 2016, 15 Civ.4481

（JFK

）, Y
earbook Com

m
. 

A
rb’n X

LI
（2016
）, pp.671

─676.

（
4
）
英
国
法
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、Fiona T

rust &
 H

olding Corp v. Privalov, ［2007

］ UK
H

L 40

（https://
w

w
w

.trans-lex.org/312142/_/fiona-trust-holding-corp-v-privalov-%
5B2007%

5D
-ukhl-40/

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
三
月
一
四

日
）
が
あ
る
。

（
5
）
和
解
の
内
容
に
関
す
る
叙
述
は
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
交
通
銀
行
は
、
お
そ
ら
く
は
明
徳
重
工
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
り
、
破
産
手
続
に
よ

り
明
徳
重
工
に
対
し
て
有
し
て
い
た
債
権
を
回
収
で
き
、こ
れ
を
も
っ
てCrescendo

の
弁
済
に
充
当
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
6
）
小
島
武
司
・
猪
股
孝
史
『
仲
裁
法
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
年
、
三
六
八
─
三
六
九
頁
）。
ス
テ
リ
オ
ス
・
ク
ス
リ
ス
（
西
澤
繭
美
訳
）「
多

数
当
事
者
関
与
の
仲
裁
に
関
す
る
諸
問
題
─
仲
裁
人
の
選
定
の
問
題
を
中
心
と
し
て
─
」
比
較
法
学
、
二
九
巻
二
号
、
二
三
二
─
二
五
二
頁
。

（
7
）
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
は
該
当
し
な
い
事
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
前
掲
注（
6
）、
ス
テ
リ
オ
ス
・
ク
ス
リ
ス

（
二
三
八
頁
）。
ほ
か
に
清
水
宏
「
多
数
当
事
者
仲
裁
手
続
に
関
す
る
一
考
察
」
比
較
法
雑
誌
、
三
一
巻
二
号
（
一
四
五
─
一
四
六
頁
）。
前
掲
注

（
6
）、
小
島
・
猪
股
、
三
六
九
頁
。

（
8
）
こ
こ
で
言
う
「
独
立
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
三
面
訴
訟
に
お
け
る
独
立
当
事
者
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

（
9
）
澤
田
壽
夫
「
多
数
当
事
者
仲
裁
：
付
託
事
項
書
：
仲
裁
人
契
約
と
責
任
：
判
断
の
補
正
」（
Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
四
三
巻
三
号
）
一
二
頁
。

（
10
）Siem

ens A
G and BK

M
T

 Industrieanlagen Gm
bH

 v. D
utco Consortium

 Construction Com
pany Ltd., 

（https://sckool.org/
international-arbitration--laurence-shore-and-christian-leathl.htm

l?page=18

、
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
七
日
）。
ま
た
、

Christpher R.Seppala M
ulti-party arbitrations at risk in France, International Financial Law

 Review
, M

arch 1993, pp.33

─

35

（https://heinonline.org/H
O

L/Page?handle=hein.journals/intfinr12&
div=46&

g_sent=1&
casa_token=&

collection=journals,  



一
四
二

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
七
日
）。

（
11
）
た
だ
、
関
与
ル
ー
ル
に
対
し
て
は
、
国
内
外
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
関
与
を
す
れ
ば
仲
裁
合
意
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
の
か
、
基
準
が
不
明

確
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
採
用
し
て
い
る
関
与
ル
ー
ル
の
基
準
の
明
確
性
は
、「
非
署
名
者
の

関
与
が
、
契
約
に
係
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
の
た
め
に
重
要
な
寄
与
と
い
え
る
か
」
否
か
と
い
う
定
式
を
立
て
る
と
い
う
（
越
智
幹
仁
「
超
国

家
法
的
仲
裁
の
希
求
─
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
仲
裁
合
意
の
人
的
範
囲
の
拡
張
事
例
を
契
機
と
し
て
─
」
国
際
商
取
引
学
会
年
報
、
二
〇
一
七
年
、

一
九
号
、
九
一
─
一
〇
四
頁
）。

（
12
）
小
島
武
司
『
仲
裁
法
』
青
林
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
五
八
頁
。

（
13
）https://law

.justia.com
/cases/federal/appellate-courts/F2/527/966/309637/

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
三
月
一
四
日
）。

（
14
）Gerald A

ksen

（
ア
メ
リ
カ
仲
裁
協
会
・
法
律
顧
問
）「
米
国
に
お
け
る
多
数
当
事
者
仲
裁
」
海
事
法
研
究
会
誌
、
第
三
八
号
、
一
九
八
〇
年

一
〇
月
、
一
五
─
二
八
頁
。
ほ
か
に
前
掲
注（
6
）、
ス
テ
リ
オ
ス
・
ク
ス
リ
ス
、
二
三
二
─
二
五
二
頁
。

（
15
）
中
村
達
也
「
越
智
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」
国
際
商
取
引
学
会
年
報
二
〇
一
七
年
、
一
九
号
、
一
〇
五
頁
。
例
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

事
件
にD

ow
 Chem

ical v. Isover Saint Gobain 

（Fr. U
.S. Sw

itz. v. Fr.

）
な
ど
が
あ
る
（International Com

m
ercial A

rbitration. 
131, 131

─38 （1982

））。

（
16
）
国
連
国
際
貿
易
法
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、https://uncitral.un.org/zh/texts/arbitration/conventions/foreign_arbitral_aw

ards/
status2, （

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
）。

（
17
）
一
九
八
七
年
四
月
一
〇
日
に
最
高
人
民
法
院
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
執
行
通
知
」
に
よ
る
。

（
18
）
中
国
の
公
序
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
梶
田
幸
雄
「
中
国
の
外
国
仲
裁
に
対
す
る
司
法
審
査
の
新
動
向
」（
法
学
新
報
、
第
一
二
六
巻
第
十
一
・

十
二
号
（
二
〇
二
〇
年
二
月
）
一
─
四
〇
頁
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
19
）
最
高
人
民
法
院
関
于
美
国
Ｇ
Ｍ
Ｉ
公
司
申
請
承
認
英
国
倫
敦
金
属
交
易
所
仲
裁
裁
決
案
復
函
（
二
〇
〇
三
）
民
四
他
字
第
一
二
号
。 https://

w
enku.baidu.com

/view
/dda0f7160b4e767f5acfceeb.htm

l?re=view
, （

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
八
月
二
二
日
）。

（
20
）
蕪
湖
恒
鑫
銅
業
集
団
有
限
公
司
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
説
明
は
な
い
。
Ｇ
Ｍ
Ｉ
は
、
蕪
湖
製
錬
所
は
蕪
湖
恒
鑫
銅
業
集
団
有
限
公
司
の

グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
21
）
前
掲
注（
19
）。



一
四
三

第
三
者
参
加
型
の
多
数
当
事
者
仲
裁
の
論
点
（
梶
田
）

（
22
）
最
高
人
民
法
院
関
于
西
特
福
船
運
公
司
申
請
承
認
英
国
倫
敦
仲
裁
庭
作
出
的
仲
裁
裁
決
案
件
請
示
復
函
（
二
〇
一
五
）
民
四
他
字
第
四
八
号

（https://w
w

w
.pkulaw

.com
/chl/adc6d840d3d9bb35bdfb.htm

l, 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
七
日
）。

（
23
）
同
前
。

（
24
）
仲
裁
手
続
へ
の
第
三
者
参
与
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、Tae Courtney, Binding Non-Signatories to International A

rbitration A
greem

ents: 
Raising Fundam

ental Concerns in the U
nited States and A

broad, Richm
ond Journal of Global Law

 &
 Business, https://

scholarship.richm
ond.edu/cgi/view

content.cgi?article=1096&
context=global, （

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
一
一
日
）。

（
25
）
前
掲
注（
9
）、
澤
田
、
八
頁
。

（
26
）Stavros Brekoulakis, T

he Relevance of the Interests of T
hird Parties in A

rbitration-M
axim

izing the Efficiency of A
rbitration, 

PEN
N

 ST
A

T
E LA

W
 REV

IEW
 

［V
ol. 113:4

］ p.1175,  http://pennstatelaw
review

.org/articles/113%
20Penn%

20St.%
20L.%

20
Rev.%

201165.pdf, （
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
）。

（
27
）Stavros Brekoulakis, Rethinking T
he Concept of Concent in International Com

m
ercial A

rbitration: A
 General T

heory 
for N

on-Signatories, http://arbitrationblog.kluw
erarbitration.com

/2019/02/12/relooking-at-consent-in-arbitration/?print= 
print, （

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
）。

（
28
）
前
掲
注（
18
）
参
照
。

（
本
学
法
学
部
教
授
）




